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ヴ サス.ヨ- ス接 着 刊 の野究
St･udiesonViscose･Adhesiv号

港 *

∴ 協 . 軒 勝 之._,_升 藤 一 之 ,
･MasayukiWAKITA IKazuytikiIT-oI

･(研 究 嘱 託)

Ⅰ 緒 言 ー

合板用.71スjニス接着剤埠 ,傾 着カ,汚染等の鮎で未だ充分と威奮えなJ'.
I**

帝藤義則氏に従え嘩本接着剤の性能はマ∵セリゼヤ ヨ./の俵件,二硫極翼素の

､ 用量,ヴイスコ-不､分散媒中の苛性ソーダ其の他不細物の種滞及濃密,サ イスコJ.
館券 ′

女繊維素の濃度等に､きり影響を受ける･二 方簡約氏によれば主成季,繊維秦の重今

度如何が接着剤とーしての性能に重大な影響を準える. ･)

筆者埠童温 27-33OCの下に常法により嚢印し,.各段階に於が芸煉件を泳定すべ

く此の衰験を行った.･ し

Ⅱ∴ 賛 助 並 車 に 結 果

(17襲 廟 ･ 畠
＼r

空 プは市販のt'iヨy/ヾ ルプを使用し含水率は 9-10%で串る･- ､

奥準方法は常法により所要量のパJLプを秤量し浴比10倍の苛性 ソーダ水酵液k3

時間浸漬,した後,引き上げて塵搾し･.アル叩 セルロ.-ズを作る･寓 の嘩ア,Lヵヮ1

セ･iローズを分析し七歯性ソ-ダと繊維素の含有量を決定し∴これを療後のゲイ竺

コ-ス中の金アルカ71及全繊維素決定の計算資料とする.一方アルカ.)養えロ【ズ

浸粉砕し.て瓶に入れ老成した後二卿 ヒ衆索を湛入して茶褐色女は黄褐色の繊維素キー

サ .Jで ゲン酸〉÷ダお年 り･加 再び盛の計垂 畢 摘 要の李アルカリ及金織鹿素

量になろ迄苛性ソーダ水溶液及水を夫々添加して襲用を完了する.

(一2) 7-セル化液の濃度について

苛性ツ-ダの一一5,10,15,17･5,20,.25孝溶液を作って,パルプを3･時間浸漬し
/ I -＼

た後,約 2.5-2.7倍に歴搾し粉砕した疲5~日間老成し,-メ.'iプ重量の40%に相嘗す .

'*戸田合板工業株式昏証 -(大阪)
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る二卿 懐 素を添力町 7,:ダイス工 ス中の全アル､カリ及桝 喋 濃贋を夫可 0%と.__′

.し,､5億間経過の後含水率15%のカバ1･5mm厚の単板に塗布し･力感 カ15Kg/cm 2

近て3枚合板として1週間放置の後,.5,ヨ:?パT型引張試験機桓て接着力を劉定し

た.

凍 蕪 ヰ 車 <･',,bi一二禦 率 空 ∴毎 度去･-17.5%めものが接着力k於て最大由倍を示した.

苛性.ソーダ濃度が 5･～10%のもa)は輿品にしても腰 椎素が埠んど醇解せず, 周 く
@ 1

て使用畔耐えないLi25%のものは粘度が低くてこれまた好.ましくなかづた･ ～

欝1表 苛姓 ソ-一ダの濃度と産着カとゐ関係

苛性ソーダ-潰~皮(形).~一 アノウセル中のア}1,.カ')含量 --(?oo) ･療 藩 カ (kg/25×25pm)･'NoJ. ･No.2 嘩 _ No,4.･平 均_■._ー L_一.一一

5b二.. 3..b 41 42一一一 48- 45. 49.

10 /6.亘 '_ー65 60 由 藤 一･61 年

15 I_L9.A ノ8-2 :_80. 叩ゝ4-I. 80_＼ヽ 87

17.5L ′11.5 L113 ､ 115- lil -130 -̀ui

:-町 12;6.I ＼ 82- 92一 ▲101 99. ∴93二

＼?5. i_3:4 .61- ､i＼/70 ー59■- 7i 66

J 3)▲塵搾度につい.て

.層 漬したノミオブを塵醸するあは,β･.γ繊維素の除去等乾きな目的とし,塵搾の

程度に櫨稜 の々詮もあるが,一こちでは軍に接着剤として塵搾度が接着力に如何なる

姦壷妄殖 すか墜 魂 た･ ､ --IL

･-即ち-,'製研法は17.5%の苛性ソ∵才を用V,_,~その他は(2)の苛性ソ⊥ダの魂度に､ー

オ 関する賓験と全く周棟に製印した∴但し歴搾度はJJプルブ重量 の 2･2,2早∴3,'4,6

-.:倍由塵搾革葦となa '棟にした･Eコ

その結果は第2義時示す如く,.2.5⊥3倍のとき接着力が最大で,粘度は6倍のも

めが最も高 く襲細の傑繊維素チJg･_./トゲン酸ソこぞにアルカ.)準を添加しても溶解

‥26 ,
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dが困鞄であった･ ､ヽ

第 2表 塵搾度't･荏着力との閲係

I-一一医療 度(偉) 2.2. 2._5 ■3 4~ 6

(4)二硫化翼素'の添加量について

2.竿芸竿4芸,17;5.箭 完 ,4'警 芸.a:;讐 慧 2i7芸(tl震 C…慧 警

第3泰で明らふな鹿に,二醜化茨素4096添加のときが最 も接着力高く,二硫化翼

素を多く添加する程色が濃 くなり由度も低くなって接着力は低下レたこ- ＼

･軍 3表.顧 イ嘩 素の添加量と接着力との関係 :

CS召添加量.(%)ゝ20ー 30 40 50 60 70ノー 80 一､90ノ lbo

卦 最低か( ､ 最高茎×2-a-亘､､ー '54 ･80 103 92. 64 59＼ 58 54 -40●

9β ･102 119 111 78 ･85~ 76 ∴68 A.63A

■=i ン

(15) 硬化時間k,tついて 1
∫

i4).の賓飴に放て二硫化翼素の添加量は40%が最もよい結果を示したbで,,_此の.

時に於伊,i反癒時鹿部ち硫化嘩間が年威された繊維素キサントゲ,/酸ゾ-'ダ;払い

て危接着力隼如何なる影響を及ぼすかを争るため 1,1･5了2,2･5,3,3･5iA

5時間夫 繭々化した. ■■

急の結果粥乗たヴイスコ-ス液は硫化時間が長 くなる程油症は低くなり了承に封､

･する弥解性 1-1､5時間硫化のときは静解し簡 い･接着力は 3時間硫化?ときに最1
■ヽ

もよ小結泉を示した.15時間硫化即ち過疎化ゐときは粘度が払どく下 り,7ルセ}tのr

周退部のみ急激に静解し.7:中}亡)部は溶解し#V?現象が起り,'甲来たダイスコ-ス液

は不均一になl)与･!;L､. ､一
､＼.
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〉硫化時間(時). i ./- ;..5 卜 ヲ-∫.2.5 ..3. ′串.5 'r 5

蘇着 .刀.変*.,-5-一一-. ■■■ ■ ■ヽ) .轟底 45-.一._一 ｣ 73 96 '9? 11由一■′ 106 113 A 105 ･83-一･一一.一一一■_._ ∴72

最高- 86一･･･.･...･.･..■.■一･･･.-..-.■■'- 127 _132 1?3 -106 :101

(6)/ゲイそコニス静液中の全アル舟1)濃度葵繊維素濃度と接着力との関係I

ダイスコース醇液中b杢アル戸T)及繊維琴の渡慶は,一接着力に関係あること娃確

かであるが,.老成時間転よD.兵の濃度を調歯出琴る.･ }'

今老成睡琴を 45,･1117,165辱間の3種に分も,チルカ1)'-及織稚索の漁慶を共に

6-,I7, 一8,9,_10,事1%と撃化させることによ堰 着カに如何なる襲化を及ぼす′

か 牢確かめた･

第 5衰紅示す通 り,忘 億 に此の塩安 (27-330-C●)'に於て政老成時間が短い方か良▲ノ 1

い結巣を輿えた･但し繊維素及アル小カ.Jb 濃贋は其の考成時間呼於て最高の含有量I

であ右ことやミ必要である･.何となればアP,カE1)及鹿線素め濃度は各老成時間階野卑-- ､ヽ /一

て高い轡 善果が良いからであ争･濃度が高すぎて塗布するに甲醜な萄ものは例外で

ある1,

第15表 老成時間と繊維素濃度及アルカ1)濃度と接着力との関係 -

二老成時間(時) ･4,5 117- 165

### 7 7t,'*潰 .慶一リ壊変 -:蕗′ 帯 カ :操 着̀-刀 -.Yt.丁鼓 -■藩 ~カ ､

--(kg/25x25rrm) (kg/26火25mrri) (k丘/25×25m血 )I.ヰ

最嘩1最高 中衛適任順高 卒淘 /･海)(a/o)最嘩 最帯 zF.狗

-6∴;I'一･.■■■■~■ー■~■~■̀■■■一･二6 90 111 与･104 ㌧ 67 9_1'+ 棚79 42 56-.46 6258 8079 9i .榊 *49

･7二ー7 .105 141 125. 84 96..▲一叫 88J 柵ー54.,L､

､8 ∴8 110 -.-1声3 128 84 95∴..91 69-

.9 dJ148 18J7 176-.88 106_.-'99 85

;16 !0.' 148 ･$9-:.*.162- 105 116 111 87-.109､ 96 ~
-

/ ; !
ノ
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〔許〕

･単 精度高く使用不能

榊 粘度低い

聯* 粘度爽常に低い

iZIh

雷 ･薦 一二 論 J

奉賀験の範囲円で判明した-こと特攻の通 りである.･棋 し豊漁を27-33OCとす る.

即ち,苛性 ソーダは17二5%の も甲を準 用し,塵韓は2.5-3倍 とす る-.二硫化栄素

の添加量はパル プ畢畳の40鍔 とす る･硬化時間は 3魔 問 とす る･老成暗闇紘ヴ八子

コ,-ス中の杢アルカリ及粂繊維素の濃虚に閲係があるが,4野寺闇以円が通常で挙る,

従ってアルカ1)及轡維索濃度は最高 9% として奥翻す 畠必要が参る.～
本衰漁 は製造の際に直接随係転も'っ勝件b決定正のみ終った.更に本質的に深 く

㌔､＼究明する必要があるが,之は今後の研究に譲 りたい･

I-I-A

/

種 々御鞭漣 を賜った戸甲合板工菜株式合虻小川敢長に深甚の謝意を表す る･
■

EBB 畏!
ーI

ー記銘と解介とを乗ねて,常京大木材研究所の研究報告 '/木材研舞 '/既刊分の内容題

目を挙げる. ∫

ア予の研究 尾中文蓉 (1鍍:･1-88貫,昭24).

､高周波加熱による全額の棲筆力に就て-堀田蔑･加蒋信義･満久轟贋 (2酔 1-8瓦 ･塵24)

声材の吸･'&姓に及ぼす二三抽出虚漣の影響 掲召茂,･申戸莞三･(2#･'9.72Ⅰ雫)

本邦鹿亭y材の吸温 ･吸水性に就{･梶田茂 ･申声琴二 (2携･･:22-40京)

葺横卵 L鵠強度に就て 靖久崇麿 ･奄滞倍士 (2既:41-46貢) ∴

木材の熟慮琴に開する研究 碁,1線 木材の熟停母方毒武の適用性と虫TR首場合の解_満久巣

衝 く3鰍 1-36貢,'昭124),夢七報 熱線による蕪辞の加熱に就て滴 久崇贋 ･.櫛甫

飽 く3宝虎.･37-59R)

へミ剖 レt3-ズt;関する研究 .a 1報 ヤマザタラ幹帝へ卓如 レ臼-Xの抽出及び分別に裁

て･ 第2報 ヤマザタラ幹材へ_卓セルEt⊥ズの加水分解並に組成に裁て 舘勇 ･山森

昇 (4線 1~-18貢,唱25),
l､

木材肋寒剤に闘する研究 第 1嶺 .木材藩持寄に封する牧畜かこ9J.･て,第2報 .松脂の白-

土乾溜について 舞上垂之 ･中村陽 ･西表孝一 (4競.･19一東京),


